
      

「
４０
周
年
記
念
誌
」に
是
非
ご
寄
稿
く
だ
さ
い
。 

 

発
足
４０
周
年
を
記
念
し
て「
４０
年
誌
」
を
作
成
し
ま
す
。

短
い
文
章
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

ま
た
会
報
７
月
号
と
と
も
に
お
送
り
し
た「
ハ
ガ
キ
」に
つ
い

て
は
記
載
の
上
必
ず
ご
返
送
く
だ
さ
い
。 

 

講
道
館
機
関
紙『
武
道
』が
銅
像
建
立
記
事
を
掲
載 

 

『
武
道
』
１０
月
号
（vol

６
４
６
）に
シ
リ
ー
ズ「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

輪
を
拡
げ
よ
う
」
の
第
１２
回
に「
嘉
納
治
五
郎
師
範
が
愛
し
た
我

孫
子
の
地
を
訪
ね
る
」と
し
て
嘉
納
治
五
郎
先
生
銅
像
の
記
事
が
載

っ
た
の
で
紹
介
す
る
。
筆
者
は
（公
財
）講
道
館
図
書
資
料
部
次
長 

津
村 

弘
三
氏
。
（以
下
は
要
約
） 

ま
え
が
き 

令
和
元
年
１０
月
２８
日
、
嘉
納
治
五
郎
師
範
の
誕
生
日
に

合
わ
せ
、
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
、

そ
の
一
行
約
４０
名
が
、
嘉
納
師
範
の
別
荘
跡
で
あ
る
千
葉

県
我
孫
子
市
の
天
神
山
緑
地
を
訪
ね
た
。
我
孫
子
市
の
星
野

順
一
郎
市
長
、
青
木
章
副
市
長
、
倉
部
俊
治
教
育
長
、
ま
た

我
孫
子
市
柔
道
連
盟
の
下
村
好
仁
、
海
老
原
勤
両
副
会
長
ら

の
出
迎
え
を
受
け
、
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

嘉
納
師
範
を「
大
事

な
人
」
と
称
え
、
郷

土
で
の
足
跡
を
語

り
継
ぐ
我
孫
子
の

人
々
の
取
り
組
み

と
そ
れ
に
伴
う
武

道
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

紹
介
す
る
。 

１
． 

嘉
納
師
範
と
我
孫
子 

師
範
が
我
孫
子
に
別
荘
用
地
を
購
入
し
た
の
は
明
治
４４
年

（１
９
１
１
）だ
っ
た
。
我
孫
子
駅
か
ら
徒
歩
１０
分
ほ
ど
、
眼
下

に
手
賀
沼
が
広
が
る
天
神
山
と
呼
ば
れ
る
高
台
で
、
朝
日
、
夕

日
に
映
え
、
西
に
高
く
富
士
山
を
望
む
地
で
あ
る
。
我
孫
子

に
別
荘
を
設
け
た
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
師
範
の
次
男
、

嘉
納
履
正
第
３
代
講
道
館
長
が「
（父
は
）趣
味
の
一
つ
と
し
て

風
景
の
よ
い
土
地
を
あ
ち
こ
ち
買
い
求
め
た
」と
書
き
残
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
手
賀
沼
の
美
し
い
景
観
が
気
に
入
ら
れ
た
の

が
、
一
つ
の
大
き
な
理
由
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

（略
）師
範
に
と
っ
て「
臨
湖
閣
」と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
の
別
荘
は
、

日
常
に
使
う
と
同
時
に
、
思
索
の
た
め
の
場
所
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
平
生
に
使
う
と
な
れ
ば
、
明
治
２９
年
（１
８
９
６
）に

開
通
し
た
日
本
鉄
道
土
浦
線
で
上
野
❘
我
孫
子
間
が
約
１
時

間
３０
分
と
交
通
の
便
が
良
か
っ
た
こ
と
も
、
我
孫
子
を
選
ん

だ
要
因
の
一
つ
だ
っ
た
ろ
う
。
（以
降
省
略
） 

２
． 

我
孫
子
市
の
嘉
納
師
範
顕
彰
活
動 

我
孫
子
市
役
所
の
市
長
室
に
は
、
今
で
も
師
範
が
書
か
れ

た「
擇
道
竭
力
」の
書
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
我
孫
子
市
立

我
孫
子
第
一
小
学
校
に
も
師
範
揮
毫
の
書
、「
力
必
達
」
と

「
以
人
為
鏡
」が
残
さ
れ
て
お
り
、
郷
土
で
過
ご
し
た
偉
人
と

し
て
、
師
範
の
業
績
と
教
え
が
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
我
孫
子
市
を
あ
げ
て
、
師
範
が
我
孫
子
で
過
ご
し
た
こ
と

を
誇
り
と
捉
え
、
永
く
語
り
継
ぐ
た
め
の
功
績
顕
彰
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
（略
） 

師
範
の
銅
像
を
我
孫
子
市
に
建
立
す
る
動
き
も
始
ま
っ
た
。

初
め
に
提
唱
し
た
の
は
市
民
団
体「
我
孫
子
の
文
化
を
守
る
会
」

（美
崎
大
洋
会
長
、
以
下「
守
る
会
」）の
三
谷
和
夫
元
会
長
だ

と
い
う
。
（略
）平
成
３０
年
１
月
の
臨
時
総
会
で
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
の
年
で
あ
る
と
と
も
に
、
師
範
誕
生
１
６
０
年
、
我

孫
子
市
市
制
施
行
５０
周
年
、
守
る
会
発
足
４０
周
年
の
節
目

の
年
で
あ
る
２
年
後
の
２
０
２
０
年
完
成
を
目
指
す
建
立
計
画

の
実
施
が
承
認
さ
れ
た
。
（以
降
省
略
） 

３
． 

嘉
納
師
範
銅
像
建
つ 

（令
和
元
年
１０
月
２８
日
別
荘
跡
に
植
樹
、
他
省
略
）そ
し
て

本
年
、
こ
の
記
念
樹
の
後
方
に
、
市
民
有
志
の
方
々
が
郷
土
を

愛
す
る
心
の
精
華
と
し
て
師
範
像
が
建
ち
上
が
っ
た
。
当
初
は

４
月
１５
日
に
除
幕
式
を
執
り
行
う
こ
と
が
予
定
さ
れ
、
上
村

春
樹
講
道
館
長
も
出
席
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
４
月
７
日
に
千
葉
県
を
含
む
７

都
道
府
県
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
た
め
、
少
数
の
主

だ
っ
た
関
係
者
に
よ
る
開
梱
式
で
披
露
さ
れ
た
。
（以
降
省
略
） 

秋
の
特
別
講
演
会
報
告 

 
 オ

ビ
シ
ャ
の
謎
を
解
く 

ー
三
本
足
の
カ
ラ
ス
の
的
か
ら
さ
ぐ
る
ー 

稲
葉 

義
行 

今
年
に
入
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大
に
よ
り
、

「
密
着
・密
集
・密
閉
」の
三
密
を
防
ぐ
た
め
、
当
会
の
主
要
な

事
業
で
あ
る
史
跡
文
学
散
歩
・放
談
ク
ラ
ブ
等
が
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
九
月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ

れ
た
こ
と
で
、
今
回
、
入
場
制
限
を
し
て
半
年
ぶ
り
に
特
別
講

演
会
と
し
て
放
談
ク
ラ
ブ
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

今
回
は
、
民
俗
学
の
萩
原
法
子
氏
に「
オ
ビ
シ
ャ
の
謎
を
解

く
ー
三
本
足
の
カ
ラ
ス
の
的
か
ら
さ
ぐ
る
ー
」と
題
し
て
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

先
ず
、
オ
ビ
シ
ャ
の「
ビ
シ
ャ
」と
は
射
る
と
い
う
意
味
で
関

東
地
方
特
に
利
根
川
流
域
に
濃
厚
に
分
布
す
る
年
頭
の
弓
神

事
で
す
。「
お
奉
射
」、「
お
奉
社
」、「
お
奉
謝
」、「
お
備
射
」、

「
お
毘
舎
」、「
お
飛
射
」、「
お
非
射
」な
ど
様
々
な
文
字
を
当

て
て
い
ま
す
。
オ
ビ
シ
ャ
は
年
の
初
め
に
神
社
境
内
で
行
う
的

射
神
事
と
輪
番
の
ヤ
ド
（頭
屋
・・当
番
の
宿
）に
よ
る
神
様
の

受
け
渡
し
の
神
事
が
中
心
で
、
一
年
で
最
も
重
大
な
祭
で
す
。 

神
様
の
受
け
渡
し
神
事
は
今
年
の
当
番
（今
頭
こ
ん
と
う
）

か
ら
来
年
の
当
番
（来
頭
ら
い
と
う
）に
渡
す
非
常
に
大
切
な

も
の「
オ
ト
ウ
」で
厳
重
な
盃
ご
と
（三
杯
飲
み
終
わ
ら
な
い
う

ち
に
盃
を
置
い
て
は
い
け
な
い
。 

笑
っ
て
は
い
け
な
い
等
の
約
束
事 

が
あ
り
ま
す
。
）の
後
、
各
神
社 

に
よ
り
、
特
殊
な
方
法
で
オ
ト
ウ 

は
引
き
継
が
れ
、
来
頭
は
受
け
た 

オ
ト
ウ
を
一
年
間
祀
り
ま
す
。 

的
射
神
事
は
三
本
足
の
カ
ラ
ス 

（太
陽
）と
兎
（月
）（我
孫
子
地
区 

は
カ
ラ
ス
と
鬼
が
多
い
）の
的
を
射 

る
も
の
で
あ
り
、
的
は
何
が
何
で 

も
射
当
て
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、 

（写
真 

オ
ト
ウ
を
渡
す 

来
当
の
ハ
ナ
番
の
首
に
オ
ン
ベ
を
通
す
） 
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「
と
ど
め
の
矢
」
と
し
て
手
で 

持
っ
た
矢
を
的
に
突
き
刺
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
（写
真
） 

カ
ラ
ス
が
何
故
太
陽
と
結
び 

つ
い
た
の
か
は
、
背
景
に
鳥
霊

信
仰
が
あ
り
、
鳥
の
鳴
き
声
は

太
陽
を
呼
び
出
し
、
豊
穣
を

も
た
ら
す
天
空
の
神
と
さ
れ
、

「
太
陽
を
運
ぶ
の
は
鳥
」
と
の

考
え
方
が
あ
り
ま
し
た
。
中
国

の
揚
子
江
下
流
域
の
河
姆
渡

（か
ぼ
と
）遺
跡
か
ら「
太
陽
を

抱
く
双
鳥
紋
」が
出
土
し
て
い 

ま
す
。
特
に
、
カ
ラ
ス
が
太
陽
と
な
っ
た
の
は
、
ま
れ
に
見
る
智

能
派
の
動
物
（四
・五
歳
児
の
知
能
が
あ
る
）で
、
遊
び
を
楽
し

む
、
火
を
恐
れ
な
い
（カ
ラ
ス
が
太
陽
や
火
を
も
た
ら
し
た
と

し
て
い
る
民
族
は
多
い
）、
こ
の
世
と
あ
の
世
（異
界
）を
つ
な
ぐ

仲
介
者
（予
知
能
力
あ
り
）、
太
陽
の
黒
点
と
カ
ラ
ス
の
黒
と
の

類
似
等
に
よ
り
ま
す
。 

ま
た
、
前
漢
時
代
の
中
国
湖
南
省
長
沙
の「
馬
王
堆
漢
墓
」

か
ら
出
土
し
た
帛
（
写
真
）に
描
か
れ
た
太
陽
中
の
カ
ラ
ス
は
二

本
足
で
、
そ
の
後
、
三
本
足
と
な
っ
た
の
は
、
前
漢
時
代
以
降 

         

に
普
及
し
た
陰
陽
五
行
思
想
の
影
響
で
奇
数
を
聖
数
と
す
る

こ
と
か
ら
で
す
。
日
本
で
は
平
安
初
期
の
皇
居
・宮
中
の
年
中

行
事
や
制
度
を
漢
文
で
記
し
た「
延
喜
式
」
に
は「
三
足
烏
日

の
精
也
白
兎
月
之
精
也
」と
書
い
て
あ
り
ま
す
。 

新
年
初
め
の
最
重
要
な
儀
式
に
、
な
ぜ
三
本
足
の
カ
ラ
ス

（太
陽
）を
射
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

         （高
い
竿
の
先
に
東
向
き
に
鳥
が
と
ま
っ
て
い
る
鳥
竿
（ち
ょ
う
か

ん
）。
鳥
霊
信
仰
の
シ
ン
ボ
ル 

中
国
少
数
民
族
に
多
い
） 

そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
中
国
の
太
陽
説
話
（十
日
神
話
）で

す
。
こ
れ
は
、
古
代
中
国
殷
の
時
代
（紀
元
前
十
七
世
紀
～
前

十
一
世
紀
）の
考
え
で
、
太
陽
も
月
も
地
球
を
中
心
と
し
て
運

行
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
地
中
に
住
む
十
個
の

太
陽
は
、
日
々
一
つ
ず
つ
カ
ラ
ス
に
運
ば
れ
天
に
現
れ
て
は
没

し
、
十
日
で
一
巡
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
十
個
の
太

陽
に
つ
け
ら
れ
た
名
前
が
十
干
（じ
っ
か
ん
）で
甲
・乙
・丙
・丁
・

戊
・己
・庚
・辛
・壬
・葵
と
云
い
ま
す
。
こ
の
十
個
の
太
陽
が
一

巡
り
す
る
と
初
旬
・中
旬
・下
旬
と
な
り
三
巡
す
る
と
一
月
と

な
り
ま
す
。
そ
の
十
個
の
太
陽
が
一
度
に
空
を
駆
け
巡
っ
た
た

め
に
大
地
の
草
木
は
皆
焼
け
焦
げ
て
枯
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

天
帝
は
弓
の
名
人
羿
（げ
い
）に
命
じ
て
、
九
つ
の
太
陽
を
射
さ

せ
、
一
日
を
残
し
ま
し
た
（射
日
神
話
）。
残
っ
た
一
つ
の
太
陽

は
恐
れ
を
な
し
て
岩
屋
に
隠
れ
、
世
の
中
は
暗
闇
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
隠
れ
た
太
陽
は
、
鶏
の
鳴
き
声
に
誘
い
出 

        

（太
陽
の
木
・扶
桑
（十
の
太
陽
が
宿
る
木
）三
本
の
枝
に
三
羽
ず
つ
鳥

が
羽
根
を
休
め
飛
び
立
つ
の
を
待
っ
て
い
る
） 

さ
れ
平
常
に
戻
り
ま
し
た
。
（招
日
神
話
）こ
の
射
日
神
話
と 

招
日
神
話
は
セ
ッ
ト
で
あ
り
、
そ
の
神
話
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

は
、
人
間
が
生
き
る
上
で
最
も
恐
ろ
し
い
旱
魃
は
宇
宙
の
運
行 

        

が
不
順
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
。
そ
の
余
分
な
太
陽

を
射
落
と
す
こ
と
に
よ
り
、
日
々
の
太
陽
の
運
行
を
整
え
る 

 
 

 
 

（
射
日
神
話
）
。
さ
ら
に 

残
っ
た
一
つ
の
、
岩
屋

に
隠
れ
た
太
陽
を
呼

び
出
す
こ
と
は
、
太

陽
の
死
と
再
生
の
ド

ラ
マ
で
あ
り
、
太
陽
の

甦
り
を
う
た
っ
た
物

語
で
す
（
招
日
神
話
）
。 

日
本
で
は
招
日
神
話

だ
け
が
独
立
し
て
記

紀
に
取
り
入
れ
ら
れ
、

「
天
岩
戸
神
話
」
と
し

て
知
ら
れ
、
冬
至
あ
る

い
は
日
食
の
太
陽
の
死 

（島
根
県
隠
岐 

日
月
陰
陽
和
合
祭 

４
ｍ
の
竿
の
先
に
金
色
の
三
本

足
の
カ
ラ
ス
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
） 

  

       と
復
活
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
に
も
射
日
神

話
の
文
書
と
絵
図
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
宇
佐
八
幡

神
社
の
百
矢
神
事
に
関
す
る
相
伝
書
・茨
城
県
竜
ケ
崎
馴
馬

我孫子の文化を守る会                           ２ 
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神
明
社
に
は
日
輪
を
射
た
伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

結
び
と
し
て
、
オ
ビ
シ
ャ
の
真
の
目
的
は
、
余
分
な
多
数
の
太

陽
を
射
る
こ
と
で
太
陽
の
運
行
を
正
常
と
し
、
農
作
物
の
豊

穣
を
約
束
さ
せ
る
も
の
で
す
。
柳
田
国
男
の「
年
占
（
と
し
う

ら
）
」と
い
っ
た
消
極
的
な
年
頭
の
占
い
神
事
で
は
な
く
、
年
の

初
め
に
人
間
の
生
き
死
に
を
か
け
て
宇
宙
の
秩
序
を
整
え
る

と
い
う
重
大
な
神
事
で
あ
り
、
新
た
な
る
年
に
太
陽
の
順
調

な
運
行
を
祈
念
し
、
新
し
い
暦
の
も
と
、
村
の
時
間
と
秩
序
の

更
新
を
図
り
、
結
果
と
し
て
豊
作
を
祈
る
神
事
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
説
は
、
オ
ビ
シ
ャ
の
原
初
の
目
的
、
意
味
と
し
て「
日
本

民
俗
大
辞
典
」に
新
説
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
柳
田
国
男
の「
年
占
」
説
が
明
治
以
降
永
ら
く

津
々
浦
々
に
定
着
し
続
け
て
き
た
た
め
、「
オ
ビ
シ
ャ
の
本
源

的
な
意
味
」が
各
方
面
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
が

実
情
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。 

 

（感
想
文
） 

「
オ
ビ
シ
ャ
の
謎
を
解
く 

～
三
本
足
の
カ
ラ
ス
の
的
か
ら
さ
ぐ
る
」を
受
講
し
て                                           

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
   

 
 

 

牧
田 

宏
恭(

会
員)  

 

１０
月
１７
日
、
頭
書
の
演
題
で「
放
談
く
ら
ぶ
」特
別
講
演

が
開
催
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
半
年
余
振
り
で
あ
っ
た
。 

講
師
は
萩
原
法
子
氏
、
氏
は「
オ
ビ
シ
ャ
」研
究
の
日
本
の
第

一
人
者
で
あ
る
。  

私
は 

「
オ
ビ
シ
ャ
」と
い
う
文
字
は
、
以
前「
我
孫
子
市
史
研

会
報
」に
掲
載
さ
れ
て
い
た
論
文
と
添
付
さ
れ
た
写
真
で
初
め

て
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
後
、
若
干
の
興
味
を
持
っ
て
い
た
が
、

本
日
の
講
演
で
そ
の
行
事
の
ル
ー
ツ
、
目
的
、
内
容
に
つ
い
て
、

新
し
い
知
識
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。  

「
オ
ビ
シ
ャ
」は
、
農
村
部
単
位(

地
域
等)

で
行
わ
れ
る
年
頭

の
弓
神
事
で
、
北
関
東
（多
く
は
千
葉
県
北
西
部
、
茨
城
県
一

部
）を
中
心
に
古
く(

江
戸
時
代
頃
？)

か
ら
執
り
行
わ
れ
、
柳

田
国
男
は「
年
占
い
の
行
事
で
、
弓
を
引
い
て
的
に
当
た
る
、
当

た
ら
な
い
で
、
そ
の
年
を
占
う
神
事
」と
定
義
し
て
お
り
、
こ
の

考
え
方
が
広
く
認
知
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た「
オ
ビ

シ
ャ
」は
、
漢
字
で「
奉
射
」「
奉
社
」「
奉
謝
」「
御
備
社
」な
ど
、

表
現
は
様
々
、
言
い
換
え
れ
ば
そ
れ
だ
け
解
釈
が
分
か
れ
て
い

る
証
拠
で
あ
ろ
う
。  

  

我
孫
子
で
も
弓
神
事
の
あ
る「
オ
ビ
シ
ャ
」は
、
新
木
の
葺
不

合
神
社
、
日
秀
の
将
門
神
社
、
中
峠
の
八
幡
宮
、
等
々
で
行
わ

れ
て
い
る
よ
う
だ
。
残
念
な
が
ら
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
送
っ

て
い
た
我
が
身
に
は
全
く
関
係
の
な
い
、
興
味
が
あ
っ
て
も
当

事
者
に
は
な
れ
な
い
世
界
の
行
事
な
の
で
、
今
以
上
に
理
解
を

深
め
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
と
思
う
。  

  

萩
原
氏
に
よ
れ
ば
、
柳
田
国
男
の「
オ
ビ
シ
ャ
」説
に
は
疑
問

が
あ
り
、
も
っ
と
大
き
い
、
深
い
意
味
を
も
つ
神
事
で
あ
っ
て
、

多
様
性
の
あ
る
行
事
内
容
だ
と
、
そ
の
研
究
結
果
を
力
説
さ

れ
る
。
今
、
各
地
に
て
執
り
行
わ
れ
て
い
る「
オ
ビ
シ
ャ
」は
、
そ

の
本
源
を
理
解
さ
れ
な
い
ま
ま
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
。  

 

萩
原
氏
は
、「
オ
ビ
シ
ャ
」
で
射
る「
的
」
に
そ
の
神
髄
が
在

る
の
だ
と
解
説
す
る
。「
的
」は「
同
心
円
」や「
鬼
」が
多
い
。
だ

が
本
来
の「
的
」は「
三
本
足
の
カ
ラ
ス
と
兎
」、
す
な
わ
ち「
太

陽
と
月
」と
解
く
。
（写
真 

三
本
足
の
カ
ラ
ス
と
兎
の
的
な
ど
）  

          「
三
本
足
の
カ
ラ
ス
」が
太
陽
と
な
っ
た
の
は
、
古
く
中
国
に

あ
っ
た「
鳥
霊
信
仰
」
に
あ
り「
太
陽
を
運
ぶ
の
は
鳥
で
あ
る
」

と
の
考
え
方
が
原
典
と
の
こ
と
。
特
に
カ
ラ
ス
に
な
っ
た
の
は
、

カ
ラ
ス
は
知
能
派
、
火
を
恐
れ
ず
太
陽
に
向
か
っ
て
飛
ぶ
鳥
、

太
陽
や
火
を
も
た
ら
し
た
な
ど
の
考
え
、
ま
た
、
カ
ラ
ス
は
こ

の
世
と
あ
の
世
を
繋
ぐ
予
知
能
力
の
あ
る
仲
介
者
で
あ
る
こ

と
、
太
陽
の「
黒
点
」と
カ
ラ
ス
の「
黒
」と
の
類
似
性
も
考
え
ら

れ
る
。 

中
国
・前
漢
時
代
の「
馬
王
堆
漢
墓
」に
描
か
れ
て
い
る「
太

陽
中
の
カ
ラ
ス
」の
足
が
、
二
本
足
か
ら
三
本
足
に
な
っ
た
こ
と

は
、
奇
数
を
聖
数
と
す
る「
陰
陽
五
行
思
想
」に
よ
る
も
の
と

の
解
釈
で
あ
る
。  

日
本
で
も「
三
本
足
の
カ
ラ
ス
」は
多
く
は「
兎
」と
対
を
成

し
て
描
か
れ
、
そ
の
例
と
し
て
は
、
天
皇
の
礼
服
・即
位
な
ど
の

儀
式
や
幟
（の
ぼ
り
）、
各
地
の
神
事
や
山
車
・幟
・鉾
、
校
章

な
ど
多
数
あ
る
。  

「
三
本
足
の
カ
ラ
ス
の
的
」を
射
る
の
は
、
中
国
の「
太
陽
説

話
（十
日
神
話
）に
そ
の
原
典(

真
髄)

が
存
在
し
て
い
て
、
そ
こ

に
は「
射
日
神
話
」と「
招
日
神
話
」が
並
存
す
る
。  

萩
原
氏
は「
三
本
足
の
カ
ラ
ス
（
＝
太
陽
）
を
射
る
こ
と
は

「
射
日
・招
日
神
話
」
の
意
味
を
儀
礼
化
し
た
神
事
」、
こ
れ
が

「
オ
ビ
シ
ャ
」で
あ
っ
て
、「
太
陽
に
弓
矢
を
射
る
（奉
る
）こ
と
で
、

太
陽
の
新
生
を
図
り
太
陽
の
恩
恵
を
乞
い
豊
作
を
願
っ
た
重

要
な
神
事
で
あ
る
」と
結
論
づ
け
た
。 

三
本
足
は
、
最
近
話
題
の「
疫
病
退
散
を
願
う
ア
マ
ビ
エ
」、

「
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
マ
ー
ク
」、「
庚
申
塔
に
刻
ま
れ
て
い
る
カ
ラ

ス
」等
々
に
見
ら
れ
、
ま
た「
的
」の
図
柄
に
あ
る「
同
心
円
の
中

央
の
黒
点
は
カ
ラ
ス
の
目
＝
太
陽
」等
々
、
地
域
に
よ
り
、
神

社
に
よ
り
様
々
だ
が
、
共
通
性
が
存
在
す
る
も
の
だ
と
。 

         （写
真
は
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
マ
ー
ク
と
葛
飾
北
斎
の
描
い
た 

鹿
島
踊
り
図
） 

  
 

 
 

 

こ
の
講
演
を
聞
く
前
、
私
は
、「
オ
ビ
シ
ャ
」に
つ
い
て
、
神
事

の
よ
う
だ
が
、
現
在
は
そ
の
地
域
の
関
係
者
の「
お
楽
し
み
新

年
会
」で
あ
っ
て
、
親
睦
会
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
恒
例
行
事
程
度
の
認
識
だ
っ
た
。 

今
回
、
私
に
と
っ
て「
オ
ビ
シ
ャ
」を
改
め
て
学
ぶ
意
味
深
い

機
会
と
な
っ
た
。
萩
原
法
子
氏
に
感
謝
し
た
い
。    

                                           
 

  

３                              我孫子の文化を守る会                              



嘉
納
治
五
郎
ゆ
か
り
の
ま
ち
歩
き
を
楽
し
む 

❘
市
民
の
チ
カ
ラ
ま
つ
り
実
施
報
告
❘ 

２
０
２
０
年
市
民
の
チ
カ
ラ
ま
つ
り 

実
行
委
員 

中
條 

信
三 

 

今
年
の「
市
民
の
チ
カ
ラ
ま
つ
り
」は
予
期
せ
ぬ
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
発
生
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
対
面
形
式
か
ら
展
示

と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
参
加
企
画
の
大
半
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
動
画
配
信

と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
講
座
で
構
成
さ
れ
て
い
る
中
、
唯
一
リ
ア
ル
企
画

と
し
て「
我
孫
子
に
ず
～
つ
と
住
み
続
け
た
く
な
る
ぶ
ら
～
り

散
策
」
（嘉
納
治
五
郎
ゆ
か
り
の
ま
ち
歩
き
を
楽
し
む
）
を
実

施
致
し
ま
し
た
。「
広
報
あ
び
こ
」
に
参
加
募
集
を
掲
載
し
た

と
こ
ろ
定
員
２０
名
の
枠
が
直
ぐ
に
満
杯
と
な
り
キ
ャ
ン
セ
ル

待
ち
と
な
る
ほ
ど
の
人
気
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

開
催
日
の
２７
日
は
懸
念
さ
れ
た
天
候
も
回
復
し
、
曇
り
空

で
は
あ
り
ま
し
た
が
暑
く
も
な
く
散
策
に
は
ほ
ど
よ
い
天
気
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
参
加
人
員
は
２
組
の
ご
夫
婦
を
含
め
合
計

１９
名
で
し
た
。
３
密
（密
閉
・密
集
・密
接
）対
策
と
し
て
２
班

に
分
け
、
Ａ
班
（
１１
名
）を
越
岡
講
師
に
Ｂ
班
（８
名
）を
村
上

講
師
に
担
当
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

我
孫
子
駅
南
口
の
ア
ビ
シ
ル
ベ
前
か
ら
解
散
地
点
の
旧
村
川

別
荘
跡
地
を
目
指
し
約
２
時
間
半
の
コ
ー
ス
を
ス
タ
ー
ト
。 

Ａ
班
・
Ｂ
班
と
も 

基
本
的
に
は
嘉
納

治
五
郎
ゆ
か
り
の

地
を
巡
る
コ
ー
ス
で

す
が
、
Ａ
班
は
嘉
納

後
楽
農
園
跡
地
や

大
衆
キ
ネ
マ
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
跡
地
が
あ

る
白
山
地
区
を
、
Ｂ

班
は
我
孫
子
宿
本

陣
・脇
本
陣
や
角
松

本
店
が
あ
る
旧
水

戸
道
中
（
現
国
道
３

５
６
）沿
い
地
区
を
、 

お
二
方
が
各
々 

得
意
と
す
る
コ
ー
ス

を
案
内
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
角
松
本

店
で
は
美
人
の
女
将

さ
ん
か
ら
嘉
納
治

五
郎
ゆ
か
り
の
書

画
や
角
松
に
代
々

伝
わ
る
数
々
の
歴

史
遺
産
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。 

出
発
後
、
約
２
時 

間
後
に
は
天
神
山

緑
地
で
２
班
が
合

流
し
立
派
な
銅
像 

を
見
学
、
建
立
に
至
る
ま
で
の
経
緯
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
こ
天
神
山
緑
地
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
良
さ
が
発

揮
さ
れ
た
こ
と
か
ら
ガ
イ
ド
の
映
像
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

Y
ouT

ube

に
配
信
さ
れ
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
ご
覧
い
た
だ

き
、
嘉
納
治
五
郎
の
存
在
を
大
き
く
印
象
付
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

こ
の
後
、
白
樺
文
学
館
や
志
賀
直
哉
居
宅
跡
が
あ
る
ハ
ケ
の

道
を
歩
き
最
終
地
点
の
旧
村
川
別
荘
跡
地
に
到
着
し
ま
し
た
。

旧
村
川
別
荘
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
３
月
か
ら
休
館
中
で
し
た
が

こ
の
日
の
た
め
に
教
育
委
員
会
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
課
の
ご
好
意

で
臨
時
開
館
し
て
い
た
だ
き
、
母
屋
及
び
新
館
に
入
館
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
は
大
変
喜
ん
で
い
る
様
子

で
し
た
。 

約
半
日
、
全
く
ト
ラ
ブ
ル
な
く
滞
り
な
く
終
え
ま
し
た
こ
と

に
実
行
委
員
と
し
て
安
堵
し
ま
し
た
。 

ご
参
加
の
皆
様
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。
主
な
参
加
目
的
は
次
の
２
点
で
し
た
。 

⑴ 

我
孫
子
の
ま
ち
を
も
っ
と
知
り
た
か
っ
た
。 

⑵ 

嘉
納
治
五
郎
に
興
味
が
あ
っ
た
。 

こ
れ
は
参
加
者
募
集
の
タ
イ
ト
ル
が
参
加
者
の
興
味
を
引
い
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
満
足
度
に
つ
い

て
は
次
の
よ
う
な
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（要
約
） 

⑴
地
元
我
孫
子
の
歴
史
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を
聞
く
こ
と
が

で
き
て
と
て
も
有
意
義
で
し
た
。
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

⑵
本
当
に
有
名
人
が
た
く
さ
ん
来
た
り
住
ん
だ
り
し
て
い
る
の

に
改
め
て
驚
き
ま
し
た
。 

⑶
講
師
の
越
岡
先
生
・村
上
先
生
の
解
説
は
見
事
で
し
た
。 

歩
く
の
が
少
し
も
つ
ら
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

⑷
我
孫
子
が
一
段
と
好
き
に
な
り
ま
し
た
。 

結
び
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
開
催
に
当
た
り
我
孫
子
の
文

化
を
守
る
会
様
に
は
講
師
の
派
遣
を
含
め
全
面
的
に
ご
協
力

賜
り
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 「
手
賀
沼
と
民
藝
の
心
展
Ⅱ
」に
協
力 

我
孫
子
市
市
制
施
行
５０
周
年
記
念
と
し
て
開
催
さ
れ
た

標
記
展
（手
賀
沼
ア
ー
ト
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会
主
催
１０
月

１６
日
～
２１
日
）に
当
会
副
会
長
伊
藤
一
男
氏
が「
我
孫
子
に

白
樺
村
を
つ
く
っ
た
柳
宗
悦
」の
テ
ー
マ
で
講
演
し
た
。 

 

嘉
納
治
五
郎
先
生
の
銅
像
台
座
に
追
加
銘
板
装
填 

 

銅
像
建
立
後
に
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
存
在
を
知
っ
て
、

新
た
に
寄
附
の
申
し
出
を
さ
れ
た
方
、
ま
た
事
務
的
ミ
ス
に
よ

る
漏
れ
や
名
前
を
誤
表
記
し
た
方
の
お
名
前
に
つ
い
て
、
銘
板

を
追
加
し
台
座
に
取
り
付
け
る
計
画
に
つ
い
て
、
会
報
１
７
６

号
（２
０
２
０
年
７
月
）に
掲
載
し
ま
し
た
が
、
９
月
１６
日
、
台

座
の
背
面
（北
側
）への
取
り
付
け
作
業
が
完
了
し
ま
し
た
。 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    
 

    

                                                  

我孫子の文化を守る会                             ４ 



（寄
稿
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滝
不
動
で
「竹
灯
籠
ま
つ
り
」（ポ
ス
タ
ー
左
上
）始
ま
る 

三
谷 

和
夫 

 

滝
不
動
（滝
前
不
動
と
も
い
う
）は
、
岡
発
戸
字
滝
前
に
あ

る
。
平
家
の
祖
平
高
望
（た
か
も
ち
・第
５０
代
桓
武
天
皇
の
ひ

孫
で
平
将
門
の
祖
父
）が
、
京
都
か
ら
関
東
へ下
っ
た
時
に
、
手

賀
沼
の
畔
を
通
り
か
か
り
大
き
い
滝
が
あ
る
沼
の
景
色
が
気

に
入
り
、
守
護
仏
と
し
て
い
た
不
動
尊
像
を
こ
こ
に
祀
っ
た
と

い
う
。
こ
の
尊
像
は
空
海
（の
ち
弘
法
大
師
）が
唐
（中
国
）へ渡

る
船
中
で
彫
り
上
げ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

初
の
お
堂
は
嵐
で
破
損
し
た
の
で
、
不
動
尊
は
我
孫
子
市
中

峠
の
不
動
尊
の
体
内
に
納
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
（現
在
未
確

認
）。
現
在
の
不
動
堂
は
、
江
戸
時
代
の
文
化
十
三
年
（一
八

一
六
）に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
入
母
屋
造
り
の
茅
葺
で
あ
っ

た
が
、
昭
和
六
十
三
年
に
銅
板
に
葺
き
替
え
ら
れ
た
。
そ
の
後

東
日
本
大
震
災
で
相
当
な
痛
み
を
受
け
、
修
復
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。 

境
内
に
は
新
四
国
相
馬
霊
場
三
十
六
番
札
所
が
あ
り
、
本

堂
の
左
側
に
大
師
堂
が
建
っ
て
い
る
。
文
化
四
年
（一
八
〇
七
）

の
建
立
と
見
え
る
。
札
所
塔
は
さ
ら
に
古
く
安
永
五
年
（一
七

七
六
）願
主
観
覚
光
音
の
銘
が
あ
る
。
八
十
八
ヶ
所
参
り
は
今

も
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
手
賀
沼
を
見
下
ろ
す
地
に
は
か
つ
て

は
茶
の
接
待
所
も
あ
っ
た
。
境
内
に
は
志
賀
直
哉
の「
矢
島
柳

堂
」に
出
て
く
る
藤
棚
が
再
視
さ
れ
た
。
滝
は
今
は
侘
し
い
が

龍
頭
か
ら
滴
が
落
ち
て
い
る
。
滝
下
に
は
芭
蕉
の
句
碑 

「
清
滝
や 

波
に
ち
り
こ
む 

青
松
葉
」 

が
あ
り
、
取
手
の
商
人
と
岡
発
戸
の
石
和
田
、
渡
辺
の
二
人
の

名
が
あ
る
。 

滝
不
動
の
境
内
は
竹
林
が
繁
茂
し
伸
び
放
題
と
な
り
、
何

と
か
整
備
が
必
要
と
思
わ
れ
る
状
態
が
続
い
て
い
た
。
一
方

「
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
研
究
所
」（代
表
理
事
米
澤
外
喜
夫

氏
）の
人
た
ち
（五
〇
人
ほ
ど
）が
竹
林
整
備
作
業
を
計
画
し
、

船
戸
の
森
で
切
り
出
し
た
竹
で
竹
灯
籠
を
作
り
、
ロ
ウ
ソ
ク
を

入
れ
て
け
や
き
プ
ラ
ザ
で「
竹
宵
」の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。 

 

５                              我孫子の文化を守る会 

我
孫
子
の
新
名
所 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
び
こ
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
長 

長
峯 

宣
雄 

  

嘉
納
治
五
郎
銅
像
建
立
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い 

ま
す
。 

建
立
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
我
孫
子
の
文
化
を
守
る
会
が 

中
心
に
計
画
か
ら
大
変
な
御
苦
労
が
あ
った
と
思
わ
れ 

ま
す
。 

特
に
美
崎
会
長
の
人
望
、
人
脈
、
そ
し
て
行
動
力
に 

感
服
、
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
も
市
内
外
か
ら
の
ガ
イ
ド
要
請
を
受
け
、 

嘉
納
の
功
績
を
平
成
７
年
か
ら
別
荘
入
口
で
ガ
イ
ド
し 

て
参
り
ま
し
た
。 

（以
下
は
そ
の
内
容
） 

嘉
納
治
五
郎(

１
８
６
６
～
１
９
３
８)

は
、
兵
庫
県
生
ま
れ 

の
教
育
家
、
柔
道
家
。
講
道
館
を
創
設
し
、
柔
道
の
発
展 

に
貢
献
。
東
京
高
等
師
範
学
校
長
、
日
本
体
育
協
会
長
、 

Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
な
ど
を
務
め
る
。 

昭
和
１３
年
エ
ジ
プ
ト
カ
イ
ロ
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
に
出
席
、 

第
１２
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会(

昭
和
１５
年)

を
東
京
誘
致 

に
成
功
。
帰
途
、
氷
川
丸
の
船
上
で
急
性
肺
炎
の
た
め 

死
去
。 

こ
の
大
会
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
た
め
中
止
と
な
る
。 

嘉
納
は
明
治
４４
年
、
天
神
山
に
土
地
を
求
め
て
別
荘
を 

建
て
る
。
ま
た
白
山
の
地
に
「嘉
納
後
楽
農
園｣

を
開
い
た
。 

農
園
は
２０
数
年
続
い
た
。
嘉
納
の
書
額
が
我
孫
子
一
小
、 

市
役
所
、
角
松
旅
館
な
ど
に
残
る
。 

平
成
２６
年
４
月
１
日
よ
り
、
別
荘
跡
地
は｢

天
神
山 

緑
地｣

と
し
て
整
備
公
開
。 

 

こ
れ
か
ら
は
、
新
名
所
銅
像
の
前
で
、
嘉
納
の
素
晴
ら
し 

さ
を
ガ
イ
ド
し
て
参
り
ま
す
。 

 

あ
び
こ
だ
よ
り
９２

号 

（我
孫
子
第
一
小
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
嘉
納
像
） 

治
五
郎
先
生
銅
像 

５
年
・６
年
算
数
科
授
業
研
究 

土
曜
日
、
日
曜
日
に
ア
ビ
ス
タ
で
科
学
作
品
展
が
開
催 

さ
れ
ま
し
た
。
（略
） 

作
品
展
の
帰
り
に「
嘉
納
治
五
郎
先
生
の
銅
像
」を 

撮
影
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。 

４
月
の
除
幕
式
に
児
童
会
役
員
が
参
加
す
る
は
ず 

で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
で
中
止
に
な
り
ま
し
た
。 

児
童
会
で
行
っ
た
募
金
。
し
っ
か
り
と
プ
レ
ー
ト
に 

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 



２
０
１
５
年
か
ら
は
滝
不
動
一
帯
の
竹
林
整
備
に
本
格
的
に

取
り
組
み
、
白
泉
寺
や
我
孫
子
市
の
協
力
も
得
て
事
業
は
大

き
く
前
進
し
た
。
昨
年
つ
い
に
滝
不
動
で
第
一
回
の「
竹
灯
籠

ま
つ
り
」を
実
施
し
た
。
安
全
の
た
め
ロ
ウ
ソ
ク
で
な
く
小
さ
い

電
球
を
入
れ
た
竹
灯
籠
何
百
個
を
境
内
に
並
べ
、
夕
方
五
時

に
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
し
て
一
斉
に
点
灯
、
夜
十
時
ま
で
参
拝
客
を

迎
え
た
。
年
末
年
始
も
続
け
た
。
満
月
の
夜
は
な
か
な
か
の
趣

き
あ
り
、
一
月
十
三
日
希
望
者
に
竹
灯
籠
を
渡
し
て
終
了
。 

本
年
も
第
二
回「
竹
灯
籠
ま
つ
り
」を
実
施
予
定
。
滝
不
動

は
平
高
望
以
来
か
つ
て
な
い
賑
々
し
い
年
末
年
始
の
姿
が
見
え

よ
う
。
（
１２
月
６
日(

土)

の「
放
談
く
ら
ぶ
」で
は
、
滝
不
動
だ

け
で
な
く
そ
の
他
の
史
跡
も
お
話
し
し
ま
す
） 

 

柳
田
国
男
、
岡
田
武
松
そ
し
て
伊
勢
イ
ネ
（そ
の
２
） 

戸
田 

七
支
（か
ず
ゆ
き
）  

こ
こ
で
漸
く
松
岡
国
男
も
初
め
て
人
並
み
以
上
の
大
き
な

家
に
住
む
こ
と
と
な
っ
た
。
岡
田
武
松
は
松
岡
国
男
の
１
年
先

輩
で
と
も
に
第
一
高
等
学
校
の
学
生
と
し
て
親
し
く
交
わ
る

こ
と
と
な
り
、
明
治
２７
年
４
月
、
筑
波
山
、
大
洗
、
水
戸
、
銚

子
へと
４
泊
５
日
の
旅
行
を
共
に
す
る
。
両
家
及
び
武
松
と
国

男
の
関
係
が
最
も
緊
密
な
時
期
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

柳
田
国
男
自
叙
伝「
故
郷
７０
年
」
に
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。

「
・・・夏
休
み
に
は
必
ず
会
っ
て
い
た
が
そ
の
う
ち
に
長
兄
が
厄

介
に
な
っ
て
い
た
家
主
の
小
川
さ
ん
の
孫
娘
を
細
君
に
貰
っ
た

の
で
、
か
え
っ
て
こ
ち
ら
の
方
で
き
ま
り
が
悪
く
な
っ
て
あ
ま
り

会
わ
な
く
な
っ
た
。
・・・」こ
の
記
述
に
つ
い
て
研
究
家
は
こ
の
理

由
で
武
松
と
の
関
係
が
疎
遠
に
な
る
の
は
お
か
し
い
。
国
男
の

知
り
合
い
の
娘
と
武
松
が
結
婚
し
た
な
ら
ば
む
し
ろ
一
層
親

し
く
な
っ
て
当
た
り
前
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
武

松
が
海
老
原
み
つ
と
結
婚
し
た
の
は
明
治
３４
年
の
こ
と
で
あ

る
。
武
松
と
国
男
の
関
係
が
疎
遠
と
な
る
の
は
そ
れ
よ
り
は
る

か
前
の
こ
と
で
あ
る
。
明
治
２７
年
頃
に
は
そ
の
兆
候
が
見
ら

れ
る
。
布
佐
へ移
住
し
て
き
た
松
岡
家
の
元
に
は
島
崎
藤
村
、

田
山
花
袋
、
太
田
玉
名
、
国
木
田
独
歩
な
ど
気
鋭
な
小
説
家

が
訪
れ
て
い
た
。
彼
ら
の
初
期
の
作
品
に
岡
田
武
松
ら
し
き
人

物
が
登
場
す
る
が
い
ず
れ
も
３
枚
目
と
し
て
意
地
の
悪
い
人
物

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
岡
田
武
松
、
松
岡
国
男
の
親
密
な
関

係
は
明
治
２７
年
頃
に
は
既
に
終
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

両
者
が
疎
遠
と
な
っ
た
の
は
別
の
理
由
が
あ
っ
た
。
明
治
２７

年
ご
ろ
よ
り
松
岡
国
男
は
松
浦
辰
夫
の
紅
葉
会
に
入
り
、
新

体
詩
を
数
多
く
発
表
し
、
注
目
を
集
め
て
い
た
。
そ
の
多
く
は

「
恋
」を
歌
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
例
を
あ
げ
よ
う「
た
ち
出
で
て

見
ぬ
夕
暮
れ
も
な
か
り
け
り 

君
が
す
ま
い
の 

ま
と
の
と
も

し
火
」こ
れ
ら
の
詩
に
つ
い
て
本
人
は
実
体
験
に
基
づ
く
も
の
で

は
な
く
、
観
念
上
の
絵
空
言
で
あ
る
と
弁
明
し
て
い
る
が
、
松

岡
国
男
初
恋
の
存
在
は
布
佐
の
古
老
の
間
で
は
広
く
知
ら
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
人
の
名
前
は
伊
勢
イ
ネ
、
明
治
１５

年
生
ま
れ
、
絶
世
の
美
女
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
二
人
が
何
処

で
巡
り
合
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
時
期
は
武
松
と
国

男
が
親
密
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
頃
と
重
な
る
。
国
男
の
イ
ネ

に
た
い
す
る
想
い
は
募
る
一
方
で
あ
る
が
、
何
故
か
一
歩
が
踏

み
出
せ
な
い
。
端
か
ら
見
て
歯
が
ゆ
い
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
其
の

筈
で
あ
る
イ
ネ
は
武
松
の
幼
な
じ
み
で
あ
っ
た
と
言
う
の
が
筆

者
の
考
え
で
あ
る
。
武
松
と
イ
ネ
は
成
田
街
道
筋
沿
い
５
０
０

Ｍ
離
れ
た
処
に
住
ん
で
お
り
、
幼
少
の
頃
よ
り
そ
の
存
在
を
知

る
立
場
に
い
た
。
一
方
国
男
は
他
所
か
ら
の
移
住
者
で
あ
り
、

武
松
よ
り
先
に
イ
ネ
を
知
る
事
は
あ
り
得
な
い
。
想
像
で
あ

る
が
明
治
２７
年
、
筑
波
、
水
戸
、
大
洗
へ二
人
で
旅
行
を
し
た

時
、
武
松
よ
り
イ
ネ
の
こ
と
を
聞
い
た
の
で
は
な
い
か
？
そ
れ

か
ら
３
年
、
こ
の
三
角
関
係
は
曲
が
り
な
り
に
も
続
い
た
よ
う
で

あ
る
が
明
治
３０
年
１
月
１６
日
そ
の
幕
を
閉
じ
る
時
が
来
た
。 

イ
ネ
は
絶
世
の
美
女
で
あ
る
と
同
時
に
美
人
薄
命
の
運
命

も
備
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
流
行
の
肺
結
核
に
犯
さ
れ
て

い
た
。
そ
れ
も
か
な
り
の
重
篤
で
、
青
年
達
に
感
染
し
な
い
よ

う
イ
ネ
は
取
手
の
実
家
へ隔
離
さ
れ
て
い
た
。
１
月
１６
日
は
小

正
月
で
離
れ
た
と
こ
ろ
に
い
る
人
も
戻
っ
て
来
る
習
わ
し
で
あ

る
。
イ
ネ
は
自
分
の
運
命
を
悟
り
、
二
人
の
青
年
に
別
れ
の
挨

拶
を
す
べ
く
文
を
使
わ
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。 

内
容
は
１
月
１６
日
１１
時
に
布
佐
観
音
の
境
内
で
お
会
い
し

た
い
と
言
う
も
の
で
な
か
ろ
う
か
。
指
定
通
り
二
人
の
青
年
は

家
を
飛
び
出
し
た
。
そ
こ
で
国
男
が
目
に
し
た
の
は
一
足
先
に

境
内
に
着
い
た
武
松
が
イ
ネ
と
し
っ
か
り
抱
き
合
っ
て
い
る
姿

で
あ
っ
た
。
国
男
は
こ
の
悲
し
み
を
ど
う
耐
え
た
ら
よ
い
の
か

と
親
友
の
田
山
花
袋
へ深
刻
な
手
紙
を
送
っ
た
。
こ
の
手
紙
が

舘
林
の
近
代
文
学
館
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
三
人
の
最
後
の

様
子
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
三
人
が
最
後
の
デ
ー
ト

を
し
た
３
年
後
、
明
治
３３
年
３
月
９
日
イ
ネ
１８
歳
の
短
い
命

を
閉
じ
た
。
墓
所
は
布
佐
の
勝
蔵
院
に
あ
る
。
多
分
に
筆
者
の

想
像
が
入
り
混
じ
っ
た
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。 

こ
の
日
を
境
に
松
岡
（柳
田
）国
男
は
詩
、
文
学
の
世
界
か

ら
決
別
し
、
実
業
に
専
念
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
翌
年
明
治

３１
年
東
京
大
学
法
学
部
入
学
を
控
え
た
８
月
、
愛
知
県
の
伊

良
湖
岬
へ旅
行
す
る
。
目
的
は
稲
作
文
化
が
朝
鮮
半
島
経
由

で
日
本
に
入
っ
た
の
で
は
な
く
、
日
本
の
真
ん
中
で
あ
る
愛
知

（め
ぐ
む
か
ぜ
の
意
）へ上
陸
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
。

後
に「
海
上
の
道
」へと
結
実
す
る
の
だ
が
、
学
会
の
支
持
は
得

ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
伊
良
湖
の
恋
路
ヶ
浜

で
椰
子
の
実
の
漂
着
を
見
て
島
崎
藤
村
に
は
が
き
で
知
ら
せ

た
。
喜
ん
だ
藤
村
は
あ
の
有
名
な
椰
子
の
実
の
詩
を
作
り
、
大

中
寅
二
の
作
曲
と
相
ま
っ
て
大
国
民
歌
謡
が
生
ま
れ
た
。
松
岡

国
男
の
イ
ネ
と
の
失
恋
が「
椰
子
の
実
」の
歌
が
出
来
た
と
言

え
な
く
も
な
い
。
岡
田
武
松
、
柳
田
国
男
と
二
人
の
文
化
勲

章
受
章
者
に
愛
さ
れ
た
薄
幸
の
美
少
女
伊
勢
イ
ネ
の
こ
と
を

忘
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（了
） 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告 

百
人
一
首
を
楽
し
む
会
（番
外
） 

美
崎 

大
洋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
月
の
歌
（恋
の
歌
） 

（そ
の
１
） 

逢
ひ
見
て
の 

の
ち
の
心
に 

く
ら
ぶ
れ
ば 

 

昔
は
も
の
を 

思
は
ざ
り
け
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

（０
４
３
） 

 【
現
代
語
訳
】 

恋
し
い
人
と
つ
い
に
逢
瀬
を
遂
げ
て
み
た
後
の
恋
し
い
気
持

ち
に
比
べ
た
ら
、
昔
の
想
い
な
ど
、
無
い
に
等
し
い
ほ
ど
の
も
の

だ
っ
た
の
だ
な
あ
。 

 【
作
者
】 

権
中
納
言
敦
忠
（藤
原
敦
忠 

906

～943

）左
大
臣
時
平
の

３
男
で
、
母
は
在
原
業
平
の
孫
。
参
議
な
ど
を
経
て
権
中
納
言
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と
な
っ
た
が
、
琵
琶
の
名
手
だ
っ
た
の
で
琵
琶
中
納
言
と
呼
ば

れ
た
。
恋
多
き
人
で
、
大
和
物
語
な
ど
か
ら
も
彼
の
生
き
方
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

プ
レ
イ
ボ
ー
イ
と
い
う
よ
り
恋
多
き
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
、
と
い
っ

た
感
じ
の
人
。
京
都
・
西
四
条
の
女
性
で
、
や
が
て
神
宮
の
斎

宮
（い
つ
き
の
み
や
）と
な
り
神
域
へ入
っ
て
出
会
え
な
く
な
る

人
に
恋
も
し
て
い
る
。
逢
え
な
く
な
る
そ
の
日
、
敦
忠
は
こ
ん

な
歌
を
榊
の
枝
に
結
び
付
け
て
女
性
に
贈
っ
た
。 

  

伊
勢
の
海
の 

千
尋
の
浜
に
拾
ふ
と
も 

 

今
は
何
て
ふ 

か
ひ
が
あ
る
べ
き 

  

伊
勢
の
広
い
浜
辺
で
探
し
て
見
て
も
、
あ
え
な
く
な
っ
た
今

は
、
何
の
貝
（甲
斐
）も
見
つ
か
ら
な
い
。
む
な
し
い
だ
け
だ
。 

  

（そ
の
２
） 

長
か
ら
む 

心
も
知
ら
ず 

黒
髪
の  

乱
れ
て
今
朝
は 

も
の
を
こ
そ
思
へ  

 
 

 
 

 

（０
８
０
） 

 【
現
代
語
訳
】 

（
昨
夜
契
り
を
結
ん
だ
）
あ
な
た
は
、
末
永
く
心
変
わ
り
は
し

な
い
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
ど
こ
ま
で
が
本
心
か
心
を
は
か

り
か
ね
て
、
お
別
れ
し
た
今
朝
は
こ
の
黒
髪
の
よ
う
に
心
乱
れ

て
、
い
ろ
い
ろ
物
思
い
に
ふ
け
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。 

 

【
作
者
】 

待
賢
門
院
堀
河
（
１２
世
紀
ご
ろ
）神
祇
伯
（じ
ん
ぎ
は
く
）・源
顕

仲
（み
な
も
と
の
あ
き
な
か
）の
娘
で
崇
徳
院
の
生
母
、
待
賢
門
院

（鳥
羽
院
の
中
宮
・璋
子
（し
ょ
う
し
））に
仕
え
て「
堀
河
」と
呼
ば
れ

た
。
息
子
の
崇
徳
院
は
天
皇
在
位
後
政
略
で
退
位
さ
せ
ら
れ
た
が
、

そ
の
時
に
待
賢
門
院
も
追
放
さ
れ
、
堀
河
も
一
緒
に
出
家
し
て
い

る
。 こ

の
歌
は
、
百
人
一
首
に
も
歌
が
あ
る
崇
徳
院
の
命
で
作
ら
れ
た

「
久
安
（き
ゅ
う
あ
ん
）百
首
」に
あ
る
も
の
。
久
安
百
首
は
、
い
く
つ
か

の
テ
ー
マ
ご
と
に
歌
を
詠
ん
で
合
計
で
百
首
に
す
る
と
い
う
も
の
。
こ

の
歌
は
、
男
が
届
け
て
き
た
後
朝
（き
ぬ
ぎ
ぬ
）の
歌
に
対
す
る
返
歌

と
い
う
趣
向
で
詠
ま
れ
た
。
そ
も
そ
も
平
安
時
代
と
い
う
の
は
男
性

が
女
性
の
家
に
行
っ
て
一
晩
を
明
か
す
と
い
う
慣
習
が
あ
っ
た
。「
後

朝
」と
い
う
の
は
男
と
女
が
一
晩
を
明
か
し
た
翌
朝
で
、
男
が
帰
っ
た

後
で
女
の
許
へ「
昨
夜
は
と
て
も
幸
せ
だ
っ
た
」と
一
首
詠
ん
で
贈
る
、

と
い
う
雅
な
慣
習
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
女
性
が
返
し
た
の
が
こ

の
一
首
。 

 
 

 （そ
の
３
） 

夜
も
す
が
ら 

も
の
思
ふ
頃
は 

明
け
や
ら
で 

 

 

ね
や
の
ひ
ま
さ
へ 

つ
れ
な
か
り
け
り 

 
 

 
 

 

（０
８
５
）  

 【
現
代
語
訳
】 

（い
と
し
い
人
を
想
っ
て
）夜
通
し
も
の
思
い
に
沈
む
こ
の
頃
、
夜
が
な

か
な
か
明
け
な
い
の
で
、
（い
つ
ま
で
も
明
け
方
の
光
が
射
し
込
ま
な

い
）寝
室
の
隙
間
さ
え
も
、
つ
れ
な
く
冷
た
い
も
の
に
思
え
る
の
だ
よ
。 

 

【
作
者
】 

俊
恵
法
師
（
し
ゅ
ん
え
ほ
う
し
。1113

～
没
年
不
明
）源
経
信
（
つ

ね
の
ぶ
）の
孫
、
源
俊
頼
（と
し
よ
り
）の
息
子
で
、
３
代
続
け
て
百
人

一
首
に
歌
が
選
ば
れ
て
い
る
。
奈
良
・東
大
寺
の
僧
で
、
京
都
白
川
の

自
分
の
坊
を「
歌
林
苑
（か
り
ん
え
ん
）」と
名
付
け
、
歌
人
た
ち
の
サ

ロ
ン
と
し
た
。「
方
丈
記
」の
鴨
長
明
な
ど
が
俊
恵
法
師
の
弟
子
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。 

 今
月
の
雑
学
（元
歌
を
も
じ
っ
た
狂
歌
な
ど
） 

 

昔
は
も
の
を
思
は
ざ
り
け
り 

又
し
て
も
じ
じ
と
ば
ば
と
の
く
り
こ
と
（繰
言
）に 

む
か
し
は
物
を
お
も
は
ざ
り
け
り 

 

あ
ぢ
み
て
の
後
の
心
に
く
ら
ぶ
れ
ば 

昔
よ
か
り
し
み
め
は
物
か
は 

 吉
良
れ
て
（切
ら
れ
て
）の
後
の
心
に
く
ら
ぶ
れ
ば 

昔
の
疵
は
痛
ま
ざ
り
け
り 

 

注
：討
ち
取
ら
れ
た
上
野
介
の
感
慨
。 

 

歩
み
て
の
後
く
た
び
る
る
老
い
が
身
も 

昔
は
道
を
苦
に
せ
ざ
り
け
り  

 
 

 

後
悔
を
先
に
立
た
せ
て
老
い
の
坂 

昔
は
物
を
思
は
ざ
り
け
り  

何
事
も
贅
沢
に
な
り
く
ら
ぶ
れ
ば 

昔
は
物
を
思
は
ざ
り
け
り 

 
 

 

昔
は
物
を
思
は
せ
た
乞
食
婆 

注
：小
野
小
町 

 乱
れ
て
今
朝
は 

も
の
を
こ
そ
思
へ  

二
宵
に
す
は
ん
と
思
ふ
地
玉
子
の 

み
だ
れ
て
け
さ
は
も
の
を
こ
そ
お
も
へ 

 
 

 
 

「
二
宵
」は
二
日
酔
い
。「
地
玉
子
」は
産
み
立
て
の
卵 

 

新
枕
心
も
し
ら
ず
黒
髪
の 

み
だ
れ
て
今
朝
は
物
も
言
は
れ
ず 

 明
日
咲
く
と
思
ふ
朝
顔
夜
嵐
に 

乱
れ
て
今
朝
は
物
を
こ
そ
思
へ 

 な
の
り
い
で
と
る
手
も
知
ら
ず
相
撲
取
り 

踏
ま
れ
て
今
朝
は
物
食
は
ぬ
と
思
へ  

 
 

 
 

夜
通
し
の
夫
婦
喧
嘩
に
髪
さ
へも 

乱
れ
て
今
朝
は
物
を
こ
そ
思
へ 

 乱
れ
て
今
朝
は
御
機
嫌
と
御
ぐ
し
あ
げ 

 

夜
も
す
が
ら
、
ね
や
の
ひ
ま
さ
へ 

つ
れ
な
か
り
け
り 

 
 

夜
も
す
が
ら
物
思
ふ
頃
は
明
け
や
ら
で 

あ
ら
う
も
の
な
ら
世
界
く
ら
や
み 

 傾
城
に
ふ
ら
れ
煙
草
の
火
は
消
え
て 

閨
の
ひ
ま
さ
へつ
れ
な
か
り
け
り 

 夜
も
す
が
ら
振
ら
れ
て
明
か
す
も
の
な
ら
ば 

ね
や
の
あ
る
じ
や
つ
れ
な
か
る
ら
ん 

 
 よ

も
す
が
ら
夜
な
べ
す
る
夜
の
明
け
ぬ
よ
り 

商
ひ
の
ひ
ま
つ
れ
な
か
り
け
り  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

よ
も
す
が
ら
物
思
ふ
時
の
頬
杖
は 

腕
だ
る
さ
ぞ
し
ら
れ
ざ
り
け
り  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

何
ゆ
へぞ
振
ら
れ
て
床
に
唯
一
人 

閨
の
ひ
ま
さ
へつ
れ
な
か
り
け
り  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

物
思
ふ
こ
ろ
や
隣
の
餅
の
音 
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第
二
十
五
回
短
歌
の
会
（
最
終
採
択
の
一
首
） 

九
月
二
十
二
日
実
施 

苧 お

殻 が
ら

焚
き
煙
の
中
に
母
の
顔 

我
は
幼
く
母
若
か
り
し 

芦
崎
敬
己 

 

知
人
の
名
今
年
の
名
簿
に
加
わ
り
て 

原
爆
記
念
日
白
菊
香
る 

村
上
智
雅
子  

「外
面

そ
と
づ
ら

が
い
い
だ
け
」と
妻
他
人

ひ

と

に
言
ふ 

俺
の
本
心
分
か
って
た
ま
る
か 

美
崎
大
洋  

真
昼
間
は
道
路
に
出
て
は
い
け
な
い
と 

聞
い
た
だ
ろ
う
に
子
と
か
げ
干
乾
ぶ 

納
見
美
恵
子  

衰
え
ぬ
暑
さ
の
中
に
秋
風
を 

知
り
て
競
ふ
か
蟋
蟀
の
声 

飯
高
美
和
子 

 

嘉
納
像
三
谷
和
夫
が
言
ひ
出
で
て 

美
崎
大
洋
つ
ひ
に
な
し
遂
ぐ 

佐
々
木
侑 

 

鬼
百
合
の
く
わ
ぁ
っと
開
く
真
昼
ど
き 

地
軸
の
き
し
み
聞
こ
ゆ
る
ら
し
も 

伊
奈
野
道
子 

 

不
和
な
り
し
父
に
そ
の
子
が
わ
び
言
へ
ば 

父
泣
き
子
泣
き
和
解
を
し
た
り 

三
谷
和
夫  

眼 ま
な

裏 う
ら

に
変
わ
ら
ぬ
若
き
母
浮
か
べ 

背
を
流
す
ご
と
墓
石
洗
う 

藤
川
綾
乃 

 

空
の
色
雲
の
形
を
日
々
変
え
て 

そ
ろ
そ
ろ
秋
か
マ
ス
ク
に
馴
れ
ぬ 

大
島
光
子 

文
学
掲
示
板 

 

令
和
三
年
一
月
展
示
作
品
（文
学
の
広
場
） 

 

心
あ
る
ご
と
く
泳
ぎ
て
は
ま
た
並
ぶ 

 
 
 

鯉
幾
匹
か
沼
藻
の
な
か
に 

東
京 

清
野 

八
枝  

 
 

白
色
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
道
理
な
ど 

な
け
れ
ど
馴
染
め
ぬ
黒
色
の
マ
ス
ク 千

葉
市 

岩
崎 

勝  

雨
の
畑
に
夕
菅
ひ
と
つ
咲
く
を
見
て 

一
気
に
心
明
る
く
な
り
ぬ 

越
谷
市 

田
島 

幸
子  

毬(

い
が)

纏
い
己
を
護
る
栗
の
実
に 

尖
り
て
生
き
し
若
き
日
思
ふ 

我
孫
子 

山
崎 

日
出
男  

 

一
の
倉
沢
の
出
合
い
に
立
ち
て
真
正
面
に 

仰
ぐ
岩
壁
巨
人
の
如
し 

我
孫
子 

藤
井 

吉
彌  

庭
草
に
時
雨
の
降
り
て
コ
オ
ロ
ギ
の 

鳴
く
声
聞
け
ば
秋
近
づ
き
ぬ 

我
孫
子 

飯
高 

美
和
子 

今
後
の
行
事
予
定 

第
１３９
回
史
跡
文
学
散
歩
に
つ
い
て 

「
柳
田
国
男
の
青
春
の
地
を
訪
ね
る
」（
再
掲
） 

 

「
民
俗
学
の
父
」と
呼
ば
れ
た
柳
田
国
男
は
明
治
２０
年
、
布

佐
河
岸
の
対
岸
・布
川
で
医
院
を
経
営
す
る
長
兄
鼎
を
頼
っ
て

来
た
。
国
男
は
医
院
の
土
蔵
の
蔵
書
を
読
み
漁
り
、
徳
萬
寺
の

「
間
引
き
絵
馬
」を
見
て
、
後
の
民
俗
学
の
原
体
験
を
す
る
。
２

年
後
、
両
親
一
家
が
移
住
し
て
く
る
。
明
治
２６
年
、
松
岡
鼎

は
布
佐
に「
凌
雲
堂
医
院
」
を
開
設
し
た
。
布
佐
の
岡
田
武
松

は
第
一
高
等
学
校
の
１
年
先
輩
で
、
国
男
は
武
松
と
親
し
く

交
わ
っ
た
が
、
や
が
て
そ
の
関
係
は
終
わ
る
。
破
綻
の
原
因
に

伊
勢
イ
ネ
の
存
在
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。 

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

日
時 

１１
月
１４
日
（土
）―

小
雨
決
行 

集
合
場
所
・時
間―

Ｊ
Ｒ
布
佐
駅
改
札
前
９
時
４０
集
合
、 

行
程 

竹
内
神
社―

勝
蔵
院―

旧
凌
雲
堂
医
院―

イ
ネ
の
旧

家
な
ど
を
散
策
。
昼
食
後
、
（タ
ク
シ
ー
な
ど
利
用
）利

根
町
柳
田
記
念
公
苑
を
見
学
（利
根
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
大
津
さ
ん
の
案
内
を
受
け
る
予
定
）。 

◎
参
加
費 

会
員
無
料 

非
会
員
五
〇
〇
円 

申
込
先 

戸
田
七
支 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
０-

６
５
２
７-

３
８
２
４  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４-

７
１
４
９-

１
６
４
８ 

ま
で 

 

□
「
放
談
く
ら
ぶ
」 

日
時 

１２
月
６
日
（日
）
１４
時
～
１６
時 

会
場 

南
近
隣
セ
ン
タ
ー
（け
や
き
９
階
）第
１
会
議
室 

講
演 

「
沼
辺
の
史
跡
今
昔
・・滝
不
動
、
鎌
倉
坂
布
佐
、 

頼
朝
坂
な
ど
」 

講
師 

三
谷
和
夫
氏
（我
孫
子
の
文
化
を
守
る
会
元
会
長
） 

 
 

 

◎
参
加
費 

会
員
無
料 

非
会
員
三
〇
〇
円 

申
し
込
み
Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
（七
一
八
五
）〇
六
七
五 

佐
々
木 

 

 
 

 

（５
ー
ジ
の「
あ
び
こ
だ
よ
り
」を
参
照
く
だ
さ
い
） 

 

□ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
短
歌
の
会
」
予
定 

第
二
十
六
回
短
歌
の
会 

日
時 

１１
月
２４
日
（火
）
１３
時
３０
分
〜 

場
所 

け
や
き
プ
ラ
ザ
１０
階
小
会
議
室  

 
 

 
 

（終
了
後
懇
親
会
を
予
定
） 

□ 

当
会
企
画
の
イ
ベ
ン
ト
「
川
め
ぐ
り
と
木
下
の
史
跡
散
歩
」 

は
雨
天
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 
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編
集
後
記 

偶
に
、
不
肖
私
め
も
講
演
を
頼
ま
れ
る
こ
と
が
あ

る
が
、
そ
の
内
容
は
既
に
先
人
が
研
究
し
た
も
の
を
そ
の
ま
ま

な
ぞ
る
か
、
多
少
色
を
付
け
て
話
す
と
い
う
お
粗
末
な
も
の
だ

が
、
萩
原
氏
の「
お
び
し
ゃ
」の
講
演
は
本
人
が
発
想
し
て
研
究

し
、
学
会
で
新
学
説
と
し
て
認
め
ら
れ
た
内
容
を
本
人
自
ら
が

直
接
話
し
て
く
れ
た
こ
と
に
意
味
が
あ
り
、
貴
重
で
あ
り
、
滅

多
に
な
い
機
会
だ
っ
た
▲
柳
田
国
男
と
い
え
ば
民
俗
学
の
世
界
で

は
誰
も
が
認
め
る
巨
人
で
我
孫
子
に
も
ゆ
か
り
が
あ
る
こ
と
か
ら

柳
田
説
に
真
っ
向
か
ら
異
議
を
唱
え
る
こ
と
は
憚
れ
る
と
思
う

が
、
氏
は
そ
れ
を
敢
行
し
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
我
孫
子
で
も
、
柏

で
も
新
学
説
が
広
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
が
大
い
に
疑
問
だ
。
（美
崎
） 
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